

















































































































































と思うか（“1．絶対に思わない ”から “6．絶対に思う ”の 6件法）。
（b）世間観：「世間」は、一人でランチをする人を魅力のない人と思うと思うか（“1.絶対
に思わないと思う ”から “6.絶対に思うと思う ”の 6件法）。
（c）世間像：（b）の「世間」として何が思い浮かんだか。
（d）（c）に対する親密さ（0を未知、10を家族のような親しさとする 0～ 10の数値）。
（e）（c）に対する好意（“1．非常に好意をもたない ”から “7．非常に好意をもつ ”の 7件
法）。
②ひとりぼっち恐怖の経験　（f）一人でいるところを「他者」に見られたくないと感じた




（j）（h）に対する好意（“1．非常に好意をもたない ”から “7．非常に好意をもつ ”の 7件
法）。




































標準化判別係数 Wilksのλ F 判別的中率（％）
Step 1 .85 8.84 * 77.4
共感（k） 1.00


























度が 5回以上のもの（表 3）を対象に、対応分析（Correspondence Analysis）を実施した。閾



















世間像（c） 53 67.9 15.1 7.6 7.6 1.9 1.9 28.3
不安生起の契機と
なった他者（h）












思う 63 40 時間 9 7
一人 58 36 寂しい 9 8
人 49 30 親しくない 9 9
ランチ 48 31 分かる 9 7
友達 28 17 感じる 7 7
一緒 21 16 嫌 7 7
ランチメイト症候群 17 16 思って 7 6
気にする 17 15 良い 7 6
自分 17 11 ひとりぼっち 6 5
私 16 14 ランチメイト 6 5
周り 16 13 大学 6 5
気持ち 13 13 見られたくない 5 4
思った 13 12 考え 5 4
誰 12 9 食べて 5 5
食べる 11 8 他人 5 5
目 10 7 大切 5 5


















































ひとりぼっち 思って 関係 考え 気にする 気持ち
ランチ 時間 他人 自分 周り 思われる
































































図 2　構成要素クラスター変数と質的カテゴリー（世間観 × 経験の合成変数）の対応分析の結果
注 1．成分 1：固有値 0.021、寄与率 79.4、累積寄与率 79.4

































































































































































































































Exploratory study through the “seken” on the anxiety of loneliness among female university students.
KURAMOTO Tomoko
　Recent research has shown that some young people feel anxiety when they are alone in a public space. is 
feeling is termed “anxiety of loneliness” in the present study, which is investigated through a review of the 
“seken.” e results indicated that anxiety of loneliness arises as a result of the feeling that one is being watched 
and judged by casual acquaintances. Inoue （2007）called termed such people “SEKEN.” Furthermore, anxiety of 
loneliness is related to the assumptions an individual makes about the behavioral norms of the “seken”, which 
may not be in agreement with her actual beliefs. A correspondence analysis of essays suggests that people who feel 
anxiety of loneliness tend to pay less attention to making connections with close friends.
Key Words: Anxiety of loneliness, Lunch mate syndrome, e “seken”, Anthropophobia, Text mining
